
一
と
い
う

は
じ
め
の
数
に

ふ
み
出
す
日
な
り

今
日
な
り

正
し
く
あ
ら
ん

九
条
武
子

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。
一
昨
年
は
東
日
本
大
震

災
、
原
発
事
故
が
あ
り
、
多
く

の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
二

年
近
く
経
っ
た
今
で
も
苦
し
い

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
し
て
本
年
は
、
東
日
本
大

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

三
回
忌
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
阿
弥
陀

仏
の
御
加
護
の
も
と
、
今
年
こ

そ
世
界
や
日
本
が
平
穏
な
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
ま
た
、
当

山
檀
信
徒
の
皆
様
が
健
康
で
幸

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
一
昨
年
に
娘
が
結

婚
致
し
ま
し
て
、
婿
が
当
山
に

入
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

在
家
（
一
般
家
庭
）
出
身
で

現
在
は
京
都
、
鎌
倉
等
の
大
本

山
で
修
行
中
で
す
。
当
山
で
の

研
修
も
あ
り
ま
す
の
で
、
塩
尻

と
大
本
山
を
行
っ
た
り
来
た
り

の
生
活
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
棚
経
・
法
要
等
で
お

世
話
に
な
る
事
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
檀
信
徒
の
方
々
と
実
際

に
お
会
い
し
、
法
要
を
勤
め
、

お
話
を
す
る
事
は
僧
侶
の
本
分

で
あ
り
、
僧
侶
と
し
て
の
心
を

育
て
る
大
切
な
修
行
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ど
う
か
皆
様
に
は
、
暖

か
く
見
守
っ
て
頂
き
、
一
歩
ず

つ
一
歩
ず
つ
一
人
前
の
僧
侶
と

な
っ
て
い
く
姿
を
見
て
頂
け
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

・
経
歴

小
路
竜
嗣(

リ
ュ
ウ
シ
）

兵
庫
県
出
身

27
歳

信
州

大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
卒

業
後
、
㈱
リ
コ
ー
に
入
社

製

品
設
計
者
と
し
て
勤
務

退
社
後

善
立
寺
徒
弟
と
な
る
。
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香
蓮

こ

う

れ

ん毎
年
８
月
９
日
に
行
な
っ
て

き
た
善
立
寺
の
お
施
餓
鬼
法
要

で
す
が
、
今
年
か
ら
７
月
28
日

に
変
更
致
し
ま
す
。

日
程
変
更
の
理
由
は
、
檀
信

徒
様
の
増
加
に
伴
い
、
現
在
の

日
程
で
は
新
盆
・
棚
経
を
全
て

お
受
け
す
る
事
が
難
し
い
事
、

ま
た
近
年
で
は
家
族
旅
行
等
で

留
守
の
ご
家
庭
も
多
く
、
お
盆

期
間
以
外
に
棚
経
を
希
望
さ
れ

る
方
が
増
加
し
て
い
る
事
等
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
出
来
う
る
限
り
、
ご

要
望
に
お
答
え
で
き
る
よ
う
に

新
盆
・
棚
経
を
行
い
ま
す
の
で
、

御
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

棚
経
の
詳
し
い
日
程
に
つ
い

て
は
後
日
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

こ
こ
数
年
棚
経
を
申
し
込
ま

れ
て
い
な
い
方
も
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
用
命
く
だ
さ
い
。

お

施

餓

鬼

法

要

の

日

程

変

更

に

つ

い

て

本年の年忌法要徒
弟
に
つ
い
て

浄土宗

善立寺

回忌 没年

一周忌 平成２４年

三回忌 平成２３年

七回忌 平成１９年

十三回忌 平成１３年

十七回忌 平成９年

二十三回忌 平成３年

二十七回忌 昭和６２年

三十三回忌 昭和５６年

法要をご希望の方はご連絡下さい

新
年
の
挨
拶

今年からお施餓鬼法要は

７月２８日 謹

賀

新

年



善
立
寺
檀
信
徒
会
役
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。(
任
期
は
平

成
24
・
25
年
度
の
２
ヵ
年
）

会
長
・
・
・
・
・
・
太
田
基
正

副
会
長
・
・
・
・
・
三
村
義
彦

副
会
長
・
・
・
・
・
中
嶌
一
登

会
計
・
・
・
・
・
・
清
水
出
水

会
計
・
・
・
・
・
・
林

憲
由

１
ブ
ロ
ッ
ク
・
・
・
深
澤
久
雄

２
ブ
ロ
ッ
ク
・
・
・
清
水
理
弘

３
ブ
ロ
ッ
ク
・
・
・
清
水
敏
雄

４
ブ
ロ
ッ
ク
・
・
・
古
坂
千
秋

５
ブ
ロ
ッ
ク
・
・
・
西
尾
芳
春

６
ブ
ロ
ッ
ク
・
・
・
上
條
泰
幸

７
ブ
ロ
ッ
ク
・
・
・
大
和
光
輝

８
ブ
ロ
ッ
ク
・
・
・
西
村
武
博

９
ブ
ロ
ッ
ク
・
・
・
宇
田
義
信

10
ブ
ロ
ッ
ク
・
・
矢
嶋
不
二
郎

監
事
・
・
・
・
・
・
三
村
一
夫

監
事
・
・
・
・
・
・
太
田
冬
人

参
与
・
・
・
・
・
・
小
路
祥
永

顧
問
・
・
・
・
・
・
田
中
正
志

顧
問
・
・
・
・
・
・
三
村
仲
二

(

敬
称
略)

以
上
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
皆
様
の
ご
自
宅
へ
お
伺

い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
際
は
ご
協
力
お
願
い
致
し

ま
す
。

６
月
29
日
松
本
文
化
会
館
に

て
長
野
県
仏
教
徒
信
濃
中
央
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
誓

願
」
と
題
し
、
宗
派
を
超
え
て

大
震
災
の
復
興
を
願
う
大
会
で

ご
ざ
い
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
住
職
様
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
や
な

せ
な
な
師
（
真
宗
）
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
等
、
充
実
し
た
内
容

で
750
名
を
超
え
る
方
々
に
来
て

頂
き
ま
し
た
。
入
場
料
は
全
て

義
援
金
と
し
て
被
災
地
に
お
送

り
ま
し
た
。

私
も
仏
教
会
役
員
と
し
て
会

場
係
を
担
当
致
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
参
加
希
望
者
が
多
く
、

当
日
は
入
場
制
限
を
か
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

皆
様
の
震
災
へ
の
想
い
、
そ

し
て
願
い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

９
月
28
日
、
松
本
文
化
会
館

に
て
、
浄
土
宗
吉
水
講
詠
唱
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

詠
唱
大
会
は
年
に
一
度
開
催

さ
れ
、
長
野
県
の
浄
土
宗
寺
院
・

団
体
が
一
同
に
会
し
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
で

す
。詠

唱
は
、
法
然
上
人
の
短
歌

に
節
を
付
け
た
も
の
で
、
気
軽

に
お
念
仏
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
助
業
」
と
申
し
ま
す
。

善
立
寺
で
は
、
詠
唱
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
一
回

当
山
に
集
ま
り
、
和
気
藹
々
と

練
習
し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ

る
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

11
月
４
日
、
薬
師
・
観
音
祭

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
抜
け
る
よ
う
な

青
空
と
山
吹
色
に
染
ま
っ
た
銀

杏
、
檀
家
で
あ
る
林
様
の
色
と

り
ど
り
の
菊
が
相
ま
っ
て
大
変

美
し
い
日
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

法
要
後
は
二
胡
奏
者
の
野
田

裕
子
様
を
お
迎
え
し
て
の
「
奉

納
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
し
た
。

本
堂
に
響
く
二
胡
の
音
色
は

大
変
素
晴
ら
し
く
、
阿
弥
陀
様

も
夢
見
心
地
で
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

今
後
も
檀
信
徒
の
皆
様
が
楽

し
め
る
催
し
を
企
画
致
し
ま
す

の
で
、
皆
様
、
お
気
軽
に
ご
参

加
下
さ
い
。

～
往
生
と
成
仏
の
違
い
～

一
般
家
庭
出
身
の
私
が
、
勉

強
し
た
仏
教
用
語
を
分
か
り
や

す
く
解
説
致
し
ま
す
。

初
回
は
「
往
生
」
と
「
成
仏
」

の
違
い
に
つ
い
て
で
す
。

耳
に
す
る
事
が
多
い
言
葉
で

す
が
、
意
味
が
異
な
り
ま
す
。

「
往
生
」
と
い
う
の
は
、

「
極
楽
に
生
ま
れ
往
く
」
事
で

あ
り
、
「
成
仏
」
と
は
「
仏
に

成
る
」
事
で
す
。
こ
の
世
で
の

死
後
、
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土

に
生
ま
れ
（
往
生
）
、
そ
こ
で

阿
弥
陀
仏
か
ら
説
法
を
聞
き
、

修
行
に
励
み
、
後
に
仏
に
な
る

（
成
仏
）
と
い
う
こ
と
で
す
。

平
成
25
年
４
月
４
日
・
５
日
、

広
丘
地
区
に
て
塩
尻
仏
教
会
花

祭
り
の
托
鉢
を
行
い
ま
す
。

詳
細
は
後
日
プ
リ
ン
ト
に
て

連
絡
致
し
ま
す
。
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

～
回
ら
せ
て
頂
く
地
区
～

４
日

広
丘
堅
石
・
原
新
田

５
日

広
丘
野
村
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善立寺支部の発表

昨
年
の
活
動

長
野
県
仏
教
徒
大
会

吉
水
講
詠
唱
大
会

薬
師
・
観
音
祭

竜
嗣
の
仏
教
ひ
と
く
ち
メ
モ

檀
信
徒
会
役
員
の
新
任

奉納コンサートの様子

花
祭
り
の
托
鉢
に
つ
い
て


